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(54)【発明の名称】 光源装置および電子内視鏡用プロセッサ

(57)【要約】
【課題】  複数個のＬＥＤにそれぞれ集光レンズを設け
ることで、照明光の集光率を向上させる。
【解決手段】  光源装置１００にファイバスコープ１０
を接続する。光源装置１００に光源ユニット１０２を設
け、光源ユニット１０２を複数個のＬＥＤ１１０と各Ｌ
ＥＤ１１０の放射面に設けた集光レンズ１２０とにより
構成する。ＬＥＤ１１０は略平行な白色光を出力し、集
光レンズ１２０は白色光をライトガイド部材１６の入射
端面に集光する。



(2) 特開２００２－３６０５１４

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  スコープの可撓管先端部へ光を導く光ケ
ーブルが光学的に接続される光源ユニットを備えた光源
装置であって、
前記光源ユニットは、
前記光ケーブルの入射端に対向する位置に複数個配さ
れ、それぞれが略平行な光を出力する発光ダイオード
と、
前記発光ダイオードの各放射面にそれぞれ一体的に設け
られ、前記放射面からの光を前記入射端に集光する集光
レンズとを備えることを特徴とする光源装置。
【請求項２】  前記発光ダイオードが、赤色光を発光す
る赤色発光素子と青色光を発光する青色発光素子と緑色
光を発光する緑色発光素子とが層状に配列された積層型
発光ダイオードであり、前記赤色光、青色光および緑色
光を前記放射面に向かって略同一方向へ同時に放射する
ことにより前記放射面から白色光を出力することを特徴
とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】  電子スコープの可撓管先端部へ光を導く
光ケーブルが光学的に接続される光源ユニットを備えた
電子内視鏡用プロセッサであって、前記光源ユニット
は、前記光ケーブルの入射端に対向する位置に複数個配
され、それぞれが略平行な光を出力する発光ダイオード
と、
前記発光ダイオードの各放射面にそれぞれ一体的に設け
られ、前記放射面からの光を前記入射端に集光する集光
レンズとを備えることを特徴とする電子内視鏡用プロセ
ッサ。
【請求項４】  前記発光ダイオードが、赤色光を発光す
る赤色発光素子と青色光を発光する青色発光素子と緑色
光を発光する緑色発光素子とが層状に配列された積層型
発光ダイオードであり、前記赤色光、青色光および緑色
光を前記放射面に向かって略同一方向へ同時に放射する
ことにより前記放射面から白色光を出力することを特徴
とする請求項３に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ファイバスコープ
や電子スコープ等が接続され、これら内視鏡の可撓管先
端部に照明光を供給する光源装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は、体内等に挿入する可撓管の先
端に対物レンズを設けて、対物レンズにより結像された
光学的被写体像を接眼部において直接観察する、あるい
は固体撮像素子により光電変換してモニタ装置等で観察
するものである。一般に可撓管は光の無い空間に挿入さ
れるため、照明光を先端へ供給して被写体を照明する必
要がある。従来ではハロゲンランプやキセノンランプ、
メタルハライドランプ等が照明用光源として使用されて
おり、これらランプは集光性に優れ輝度が高いという利
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点を備える。しかし、これらランプは大型であり、かつ
電気消費量および発熱量が多いという欠点を有する。こ
の欠点は近年開発された携帯型の内視鏡の光源とするに
は特に大きな障害である。
【０００３】この問題点を解決するために、小型であり
かつ電気消費量および発熱量が少なく光量制御が比較的
簡単な砲弾型発光ダイオードを光源として用いる構成が
考えられているが、この砲弾型発光ダイオードは放射光
が拡散するという配向特性を有しており、また発光ダイ
オード単体の発光光量は上記ランプに比べて極めて小さ
いため、上記ランプに比べると集光性が悪く、被写体を
観察するのに十分な光量が得られないという問題があ
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記問題点
に鑑み、小型で発熱量が少なくかつ高輝度の照明光を供
給できる光源装置を得ることを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明に係る光源装置
は、可撓管の先端部へ光を導く光ケーブルを備えたスコ
ープの光ケーブルが光学的に接続される光源ユニットを
備えた光源装置であって、光源ユニットは、光ケーブル
の入射端に対向する位置に複数個配され、それぞれが略
平行な光を出力する発光ダイオードと、発光ダイオード
の各放射面にそれぞれ一体的に設けられ、放射面からの
光を入射端に集光する集光レンズとを備えることを特徴
とする。これにより、小型で発熱量が少なくなり、高輝
度の照明光を供給できる。
【０００６】上記光源装置において、発光ダイオード
が、赤色光を発光する赤色発光素子と青色光を発光する
青色発光素子と緑色光を発光する緑色発光素子とが層状
に配列された積層型発光ダイオードであり、赤色光、青
色光および緑色光を放射面に向かって略同一方向へ同時
に放射することにより放射面から白色光を出力する。
【０００７】また本発明に係る電子内視鏡用プロセッサ
は、電子スコープの可撓管先端部へ光を導く光ケーブル
が光学的に接続される光源ユニットを備えた電子内視鏡
用プロセッサであって、光源ユニットは、光ケーブルの
入射端に対向する位置に複数個配され、それぞれが略平
行な光を出力する発光ダイオードと、発光ダイオードの
各放射面にそれぞれ一体的に設けられ、放射面からの光
を入射端に集光する集光レンズとを備えることを特徴と
する。
【０００８】上記電子内視鏡用プロセッサにおいて、発
光ダイオードが、赤色光を発光する赤色発光素子と青色
光を発光する青色発光素子と緑色光を発光する緑色発光
素子とが層状に配列された積層型発光ダイオードであ
り、赤色光、青色光および緑色光を放射面に向かって略
同一方向へ同時に放射することにより放射面から白色光
を出力する。
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【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
添付図面を参照して説明する。
【００１０】図１は、本発明の実施形態である光源装置
をファイバスコープと共に示す図である。ファイバスコ
ープ１０は光源装置１００に接続され、その可撓管１２
の先端には対物レンズ１４が固設される。可撓管１２に
は光源装置１００からの照明光を先端面１２ａに導くラ
イドガイド部材１６と、対物レンズ１４を透過した被写
体からの反射光を接眼レンズ２０に導くイメージガイド
部材１８とが挿通している。ライドガイド部材１６およ
びイメージガイド部材１８はそれぞれ光ファイバ束から
成る。光源装置１００は、複数個の発光ダイオード（以
下、ＬＥＤと記す）１１０と、各ＬＥＤ１１０の表面に
一体的に設けられた集光レンズ１２０を備えた光源ユニ
ット１０２と、これらＬＥＤ１１０の出力を電流により
制御する光源駆動回路１４０とを備える。各ＬＥＤ１１
０は略平行な白色光を出力し、この平行白色光は集光レ
ンズ１２０によってライドガイド部材１６の入射端面１
６ａに集束される。
【００１１】図２は光源ユニット１０２を拡大して示す
断面図であり、図３は光源ユニットの正面図である。光
源ユニット１０２は半球状のフランジ１０４を備え、フ
ランジ１０４には複数個の取付穴１０６が形成され、こ
の取付穴１０６にそれぞれＬＥＤ１１０および集光レン
ズ１２０が固着されている。集光レンズ１２０は、その
光軸が後述するＬＥＤ１１０の光軸に略一致するように
配設される。各ＬＥＤ１１０はフランジ１０４の中心側
にあるライトガイド部材１６の入射端面１６ａに向かっ
て白色光を出力する。なお、ＬＥＤ１１０および集光レ
ンズ１２０のフランジ１０４における配列の形態は図３
に示す配列に限定されない。
【００１２】図４は、単一のＬＥＤ１１０を拡大して示
す断面図である。ＬＥＤ１１０は、最下層から赤色ＬＥ
Ｄ１１０Ｒ、青色ＬＥＤ１１０Ｂおよび緑色ＬＥＤ１１
０Ｇの順に光の放射する方向に層状に配置された積層型
ＬＥＤである。緑色ＬＥＤ１１０Ｇと青色ＬＥＤ１１０
Ｂとの間には透明な合成樹脂から成るスペーサ１１６が
設けられ、青色ＬＥＤ１１０Ｂと赤色ＬＥＤ１１０Ｒと
の間にはスペーサ１１８が設けられる。緑色ＬＥＤ１１
０Ｇとスペーサ１１６との間には曲面形状の光学面１１
４Ｇが形成され、青色ＬＥＤ１１０Ｂとスペーサ１１８
との間にも曲面形状の光学面１１４Ｂが形成される。さ
らにＬＥＤ１１０の最下層には光学面１１４Ｒが形成さ
れ、また最上層には放射面１１５が形成される。
【００１３】赤色ＬＥＤ１１０Ｒは、赤色発光素子１１
２Ｒと、この発光素子に電気信号を送るための１対のリ
ード線１３０Ｒを有し、赤色発光素子１１２Ｒはリード
線１３０Ｒの一方にマウントされ、赤色発光素子１１２
Ｒの電気端子（不図示）はワイヤ１３２Ｒを介してそれ*
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*ぞれのリード１３０Ｒに電気接続され、これらが透明の
合成樹脂（図示せず）によって封止される。青色ＬＥＤ
１１０Ｂおよび緑色ＬＥＤ１１０Ｇについても同様の構
成であり、対応する構成には符号の「Ｒ」を「Ｂ」また
は「Ｇ」にかえて示す。
【００１４】各ＬＥＤ１１０Ｒ、１１０Ｂおよび１１０
Ｇはそれぞれ独立して点灯可能であり、光源駆動回路１
４０から各発光素子１１２Ｒ、１１２Ｂおよび１１２Ｇ
に電流（信号）は別々に送られる。
【００１５】３つの光学面１１４Ｒ、１１４Ｂおよび１
１４Ｇはそれぞれ薄膜に形成され、面の中心に対して回
転対称な回転放射面形状を呈する。各光学面の中心は同
一軸線Ｐ上に配される。光学面１１４Ｒ、１１４Ｂおよ
び１１４Ｇは所定の波長の光を反射、透過する光学要素
である。光学面１１４Ｇは緑色光を反射し、青色光およ
び赤色光を透過する。光学面１１４Ｂは青色光を反射
し、赤色光を透過する。光学面１１４Ｒは可視光全てを
反射する。放射面１１５は軸線Ｐに垂直な平面であり、
矢印で示す方向に進む緑色光、青色光および赤色光の全
ての光を透過させる。各発光素子１１２Ｒ、１１２Ｂお
よび１１２Ｇから放射された各色光は平行光となって放
射面１１５から外部に放射される。
【００１６】このようにＬＥＤ１１０は、光の３原色で
ある赤、青、緑の平行光を放射でき、各発光素子１１２
Ｒ、１１２Ｂおよび１１２Ｇを同時に発光させると、白
色光を外部に出力することができる。
【００１７】このように、本実施形態の光源装置１００
によると、複数個の積層型ＬＥＤ１１０の放射面に集光
レンズ１２０を設けているので、集光率がよく、高輝度
の照明光をファイバスコープ１０に供給できる。
【００１８】なお、本発明の光源装置の光源ユニット
は、スコープの先端に設けた固体撮像素子によって撮像
しモニタ装置に光学像を再現する電子内視鏡装置の光源
内蔵型信号処理装置（電子内視鏡用プロセッサ）に適用
してもよいことはいうまでもない。さらに、この電子内
視鏡装置の撮像方式は光源ユニットが白色光を供給する
同時方式であってもよいし、さらに多数の積層型ＬＥＤ
を配置して赤色光、青色光および緑色光を単独で供給す
る色順次方式としてもよい。
【００１９】
【発明の効果】以上説明したように本発明の光源装置
は、小型で発熱量が少なくかつ高輝度の照明光を供給で
きるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の光源装置をファイバスコープと共に示
す図である。
【図２】図１に示す光源ユニットの拡大断面図である。
【図３】図１に示す光源ユニットの正面図である。
【図４】光源ユニットを構成するＬＥＤ単体の構造を示
す拡大断面図である。
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【符号の説明】
１０  ファイバスコープ
１６  ライトガイド部材
１００  光源装置 *
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*１０２  光源ユニット
１１０  ＬＥＤ
１２０  集光レンズ

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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